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(57)【要約】
【課題】パーシャルカットにより発生する端部の固定刃
との接触を解消する。
【解決手段】カッター装置は、記録媒体の搬送方向と交
差する第１方向へ第１の刃先を向けた固定刃と、前記第
１方向の逆の第２方向へ第２の刃先を向けて、前記第１
方向への移動と前記第２方向への移動とが可能であり、
前記第２方向へ移動することにより、前記第１の刃先と
前記第２の刃先との間に位置する前記記録媒体を、一部
を切り残して切断する可動刃と、前記可動刃が、前記記
録媒体を切断する位置よりも前記第２方向において後方
に位置する場合に、少なくとも一部が前記第１の刃先よ
りも前記第１方向へ突出する位置、もしくは、前記第１
の刃先と同じ位置、であるガイド位置に在り、前記第２
方向へ移動する前記可動刃に押されることにより前記ガ
イド位置から前記第２方向へ移動するガイド部と、を備
え、前記可動刃および前記ガイド部は、前記固定刃より
も前記搬送方向の上流に位置する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体の搬送方向と交差する第１方向へ第１の刃先を向けた固定刃と、
　前記第１方向の逆方向である第２方向へ第２の刃先を向けて、前記第１方向への移動と
前記第２方向への移動とが可能であり、前記第２方向へ移動することにより、前記第１の
刃先と前記第２の刃先との間に位置する前記記録媒体を、一部を切り残して切断する可動
刃と、
　前記可動刃が、前記記録媒体を切断する位置よりも前記第２方向において後方に位置す
る場合に、少なくとも一部が前記第１の刃先よりも前記第１方向へ突出する位置、もしく
は、前記第１の刃先と同じ位置、であるガイド位置に在り、前記第２方向へ移動する前記
可動刃に押されることにより前記ガイド位置から前記第２方向へ移動するガイド部と、を
備え、
　前記可動刃および前記ガイド部は、前記固定刃よりも前記搬送方向の上流に位置する、
ことを特徴とするカッター装置。
【請求項２】
　前記可動刃は、前記可動刃が前記移動の範囲内のいずれの位置に在っても、前記記録媒
体から離れた位置で、前記固定刃の前記上流を向く面と相対する面、を有する係合部を備
える、ことを特徴とする請求項１に記載のカッター装置。
【請求項３】
　前記固定刃および前記ガイド部は第１構造体に配置され、前記可動刃は第１構造体とは
別の第２構造体に配置され、前記第２構造体は前記第１構造体に対する姿勢を変更可能で
ある、ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のカッター装置。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載のカッター装置を備えることを特徴とするプリン
ター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体を切断するカッター装置および、カッター装置を備えるプリンター
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットヘッドに対して記録紙搬送方向に隣接した位置に配置されたオートカッ
ターを備える、オートカッター付きインクジェットプリンターが開示されている（特許文
献１参照）。
【０００３】
　前記文献１によれば、オートカッターは、記録紙搬送路を挟んで配置された、固定刃と
、固定刃より搬送方向の下流に在る可動刃とを備え、可動刃が固定刃に向かって移動する
と、これらの間に位置している記録紙の部分が幅方向に切断される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１‐１４３６０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の構成においては、可動刃の移動により、記録媒体を、その一部を切り残して切断
し、その後、搬送方向の下流から上流に向けた搬送であるバックフィードをする場合に、
前記切断により固定刃の下流に発生した記録媒体の端部が、固定刃に当たるおそれがあっ
た。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　カッター装置は、記録媒体の搬送方向と交差する第１方向へ第１の刃先を向けた固定刃
と、前記第１方向の逆方向である第２方向へ第２の刃先を向けて、前記第１方向への移動
と前記第２方向への移動とが可能であり、前記第２方向へ移動することにより、前記第１
の刃先と前記第２の刃先との間に位置する前記記録媒体を、一部を切り残して切断する可
動刃と、前記可動刃が、前記記録媒体を切断する位置よりも前記第２方向において後方に
位置する場合に、少なくとも一部が前記第１の刃先よりも前記第１方向へ突出する位置、
もしくは、前記第１の刃先と同じ位置、であるガイド位置に在り、前記第２方向へ移動す
る前記可動刃に押されることにより前記ガイド位置から前記第２方向へ移動するガイド部
と、を備え、前記可動刃および前記ガイド部は、前記固定刃よりも前記搬送方向の上流に
位置する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】蓋が閉じた状態のプリンターの構成を簡易的に示す図。
【図２】蓋が開いた状態のプリンターの構成を簡易的に示す図。
【図３】第１実施例にかかるカッター装置の動作を説明するための図。
【図４】パーシャルカットされた記録媒体を上方からの視点により示す図。
【図５】記録処理を示すフローチャート。
【図６】第２実施例にかかるカッター装置を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、各図を参照しながら本発明の実施形態を説明する。各図は、本実施形態を説明す
るための例示に過ぎない。各図は例示であるため、形状や比率が正確でなかったり、互い
に整合していなかったり、一部が省略されていたりする場合がある。
【０００９】
　１．プリンターの概略構成：
　図１は、本実施形態にかかるプリンター１０の内部構成を簡易的に示している。
　プリンター１０は、カッター装置２６を備える。プリンター１０を、印刷装置、記録装
置、液体吐出装置、等と記載してもよい。プリンター１０は、概略、プリンター本体１１
と、プリンター本体１１の内側の一部を外部に対して開閉可能な蓋１２と、を有する。図
１は、蓋１２が閉じた状態を示している。図１では、プリンター本体１１と蓋１２との境
界を、破線で例示している。
【００１０】
　図２は、プリンター１０の内部構成を図１と同様に示している。ただし図２は、蓋１２
が開いた状態を示している。また、図２では、図１に示した蓋１２の内部の構成を省略し
ている。蓋１２がプリンター本体１１に対して開閉するための具体的な機構は、特に問わ
ない。図１，２の例では、蓋１２は、プリンター本体１１に支持された軸２８を介してプ
リンター本体１１と繋がっており、軸２８を中心に回動することにより、プリンター本体
１１に対して開閉する構成である。あるいは、蓋１２は、プリンター本体１１から一定方
向へ引き出されることで開き、前記一定方向と逆方向へ押し戻されることで閉じる構成で
あってもよい。プリンター本体１１は、第１構造体の具体例に該当する。また、蓋１２は
、第１構造体とは別の第２構造体であって、第１構造体に対する姿勢を変更可能な第２構
造体の具体例に該当する。
【００１１】
　プリンター本体１１は、制御部１３、収容部１４、記録ヘッド１５、キャリッジ１６、
固定刃１９、ローラー２４等を備える。制御部１３は、例えば、プロセッサーとしてのＣ
ＰＵや、メモリー等を備える。制御部１３では、メモリーに記憶されたプログラムに従っ
た演算処理をプロセッサーが実行することにより、プリンター１０を制御する。プロセッ
サーは、一つのＣＰＵに限られることなく、複数のＣＰＵや、ＡＳＩＣ（Application Sp
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ecific Integrated Circuit）等のハードウェア回路により処理を行う構成であってもよ
いし、ＣＰＵとハードウェア回路とが協働して処理を行う構成であってもよい。
【００１２】
　収容部１４は、記録媒体３０を収容するための空間を形成している。本実施形態では、
記録媒体３０として、長尺な記録媒体を想定する。長尺な記録媒体を、連続紙とも言う。
長尺な紙である記録媒体３０がロール状に巻かれたロール紙本体３１が、収容部１４に収
容される。ユーザーは、蓋１２を開けることにより収容部１４へロール紙本体３１を収容
して、蓋１２を閉じる。ただし、記録媒体３０は、インクやトナー等の記録剤により記録
可能であり、かつ、カッター装置２６により切断可能な媒体であれば、紙以外の素材であ
ってもよい。
【００１３】
　図１によれば、蓋１２は、ローラー１７、プラテン１８、可動刃２１、可動刃駆動部２
２等を備える。蓋１２が閉じられたとき、プリンター本体１１と蓋１２との間に、記録媒
体３０の搬送経路としての隙間が生じる。符号Ｄ３による矢印は、このような搬送経路の
方向、つまり、搬送方向Ｄ３を示している。搬送方向Ｄ３は、水平であったり、水平に対
して傾いていたりする。ここでは、搬送方向Ｄ３は水平であると仮定する。搬送経路の最
も下流は排出口２５となっており、記録媒体３０は、排出口２５からプリンター１０の外
部へ排出される。プラテン１８は、搬送経路の一部を形成する。プラテン１８は、ロール
紙本体３１から搬送経路へ引き出された部分に該当する記録媒体３０を、下方から支持す
る。
【００１４】
　プラテン１８よりも搬送方向Ｄ３の下流の位置に、搬送経路を挟んで相対するローラー
１７，２４によるローラー対が配置される。搬送方向Ｄ３の上流、下流を、以下では単に
、上流、下流と記載する。ローラー１７，２４は、互いの間に記録媒体３０を挟持しなが
ら回転することにより、記録媒体３０を搬送する。例えば、ローラー１７，２４のうち、
蓋１２に配置されたローラー１７は、搬送モーター２７による動力を受けて回転する能動
ローラーである。一方、ローラー１７，２４のうち、プリンター本体１１に配置されたロ
ーラー２４は、能動ローラーの回転に応じて回転する従動ローラーである。
【００１５】
　図１の例では、ローラー１７を回転させる搬送モーター２７は、蓋１２の内部に配置さ
れている。ただし、搬送モーター２７はプリンター本体１１に配置されていてもよい。
　搬送モーター２７や、ローラー１７，２４を含む構成を、搬送部と呼ぶ。つまり、搬送
部が記録媒体３０を搬送する。図示は省略しているが、搬送部は、ローラー１７，２４以
外にも、記録媒体３０を搬送するためのローラーを、例えば、記録ヘッド１５よりも上流
の位置等に、幾つか有するとしてもよい。
【００１６】
　プラテン１８の上方には、記録ヘッド１５が配置されている。記録ヘッド１５は、イン
クを吐出可能なノズルを複数有し、インクジェット方式により記録を行う。記録ヘッド１
５を、印刷ヘッド、印字ヘッド、液体吐出ヘッド、等と記載してもよい。記録ヘッド１５
は、不図示のインクカートリッジからインクの供給を受ける。記録ヘッド１５は、キャリ
ッジ１６に搭載されている。キャリッジ１６は、搬送方向Ｄ３と交差する主走査方向と平
行に往復移動可能である。図１，２においては、図１，２の面に垂直な方向が主走査方向
である。後述の図３等では、主走査方向を符号Ｄ４による矢印で示している。記録ヘッド
１５は、キャリッジ１６の移動に伴ってノズルからインクを吐出することにより、プラテ
ン１８に支持されている記録媒体３０に対する記録を行う。
【００１７】
　記録ヘッド１５は、キャリッジ１６に搭載されずに、プリンター本体１１内に固定され
た、いわゆるラインヘッドであってもよい。つまり、記録ヘッド１５は、上述の主走査方
向における記録媒体３０の幅に相当する範囲に亘って複数のノズルが並ぶノズル列を有し
、移動することなく、記録媒体３０への記録を行うものであってもよい。記録ヘッド１５
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がラインヘッドである構成においては、キャリッジ１６は不要である。
【００１８】
　ローラー１７，２４よりも下流の位置に、固定刃１９、可動刃２１およびガイド部２０
が配置されている。固定刃１９、可動刃２１およびガイド部２０を少なくとも含む構成が
、カッター装置２６である。例えば、可動刃駆動部２２も、カッター装置２６の一部と解
してもよい。固定刃１９は、プリンター１０内で固定されている。具体的には、固定刃１
９は、搬送方向Ｄ３と交差する第１方向Ｄ１へ刃先を向けた状態でプリンター本体１１に
配置されている。固定刃１９の刃先は、第１の刃先である。
【００１９】
　可動刃２１は、第１方向Ｄ１の逆方向である第２方向Ｄ２へ刃先を向けた状態で、蓋１
２に配置されている。可動刃２１の刃先は、第２の刃先である。また、可動刃２１は、固
定刃１９よりも上流に配置されている。可動刃２１は、第１方向Ｄ１への移動と第２方向
Ｄ２への移動とが可能である。可動刃２１は、第２方向Ｄ２へ移動することにより、固定
刃１９の刃先と可動刃２１の刃先との間に位置する記録媒体３０を、一部を切り残して切
断する。一部を切り残して記録媒体３０を切断することを、パーシャルカットと呼ぶ。
【００２０】
　図１の例では、第１方向Ｄ１は下方向であり、第２方向Ｄ２は上方向である。よって、
図１の例によれば、可動刃２１の移動は上下移動である。ただし、下方向は厳密な鉛直下
方向でなくてもよく、同様に、上方向は厳密な鉛直上方向でなくてもよい。可動刃２１は
、可動刃駆動部２２によって移動させられる。可動刃駆動部２２は、可動刃２１の移動用
のモーター２３や、不図示の歯車等を有し、モーター２３による動力を可動刃２１に与え
て可動刃２１を第１方向Ｄ１や第２方向Ｄ２へ移動させる。可動刃駆動部２２は、可動刃
２１を移動させることが可能な機構であればよい。可動刃駆動部２２として、例えば、前
記文献１のクランク機構を採用してもよい。
【００２１】
　ガイド部２０は、パーシャルカットされた記録媒体３０をガイドするための構成であり
、プリンター本体１１に配置されている。ガイド部２０は、第２方向Ｄ２において可動刃
２１よりも前方に位置する。ガイド部２０は、固定刃１９よりも上流に配置されている。
図１では、特に可動刃２１およびガイド部２０の形状を簡単に記載している。これら可動
刃２１やガイド部２０を含むカッター装置２６の詳細については、後述の各実施例により
説明する。
【００２２】
　言うまでもなく、プリンター１０は、コンピューター等の外部機器と通信するための通
信インターフェイスや、ユーザーに対して視覚的情報を示すための画面やインジケーター
や、ユーザーからの操作を受け付けるためのボタンやスイッチといった操作受付部等、公
知の構成を適宜有する。
【００２３】
　２．実施例：
　２‐１．第１実施例：
　図３は、第１実施例のカッター装置２６の動作が状態Ａ１，Ａ２，Ａ３と遷移してく様
子を示している。図３では、状態Ａ１，Ａ２，Ａ３の夫々について、カッター装置２６の
背面図を左に示し、カッター装置２６の側面図を右に示している。背面図は、上流から下
流を向く視線による図である。側面図は、搬送方向Ｄ３に直交し、かつ、第１方向Ｄ１お
よび第２方向Ｄ２に直交する視線による図である。以下では、簡単に、第１方向Ｄ１にお
ける前方および第２方向Ｄ２における後方を下、第２方向Ｄ２における前方および第１方
向Ｄ１における後方を上、とそれぞれ表現することがある。
【００２４】
　状態Ａ１は、カッター装置２６が記録媒体３０のパーシャルカットを実行する前の状態
である。可動刃２１は、Ｖ字形状の刃先２１ａを有する。Ｖ字形状の刃先２１ａの最も下
の部位、つまりＶ字形状の底に当たる部位を、刃先２１ａの最深部２１ｂと呼ぶ。記録媒
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体３０は、可動刃２１とガイド部２０との間を通過する。
【００２５】
　ガイド部２０は、記録媒体３０を、記録媒体３０と相対する端部によりガイドする。記
録媒体３０をガイドするとは、記録媒体３０の位置や姿勢を規制することである。そのた
め、図３や後述の図６においてガイド部２０を指し示す場合に、ガイド部２０における記
録媒体３０と相対する端部を指し示す。ガイド部２０における記録媒体３０と相対する端
部は、水平である。
【００２６】
　状態Ａ１では、ガイド部２０は、ガイド位置Ｐ１に在る。ガイド位置Ｐ１とは、ガイド
部２０の少なくとも一部が固定刃１９の刃先１９ａよりも第１方向Ｄ１へ突出する位置で
ある。あるいは、ガイド位置Ｐ１は、刃先１９ａと同じ位置であってもよい。より詳細に
は、ガイド位置Ｐ１は、ガイド部２０における記録媒体３０と相対する端部が刃先１９ａ
よりも第１方向Ｄ１へ突出しているときのガイド部２０の位置、あるいは、当該端部が第
１方向Ｄ１において刃先１９ａと同位置となるガイド部２０の位置、である。
【００２７】
　ガイド部２０は、プリンター本体１１内において、第２方向Ｄ２への力を受けたときに
反発力を生じさせる支持部２９により支持されている。図３の例では、支持部２９はバネ
であり、ガイド部２０は、支持部２９によってプリンター本体１１内に吊り下げられてい
る。つまり、支持部２９は、ガイド部２０を吊り下げたときのガイド部２０の位置がガイ
ド位置Ｐ１となるように長さや強度等が設定されている。なお、状態Ａ１，Ａ２，Ａ３の
各側面図においては、支持部２９の記載を省略している。ガイド部２０がガイド位置Ｐ１
よりも第１方向Ｄ１へ移動することを禁止するためのストッパー４０が、更に設けられて
いてもよい。ストッパー４０は、プリンター本体１１または蓋１２のいずれかの内部に固
定されている。ストッパー４０は、可動刃２１および記録媒体３０のいずれとも干渉しな
い位置に設けられており、ガイド位置Ｐ１に在るガイド部２０に対して、下から当接して
ガイド部２０の第１方向Ｄ１への移動を禁止する。なお、状態Ａ１，Ａ２，Ａ３の各側面
図においては、ストッパー４０の記載を省略している。
【００２８】
　状態Ａ１では、可動刃２１は非接触位置Ｐ３に在る。非接触位置Ｐ３とは、ガイド部２
０に接触しない位置である。可動刃２１は、幅の両端近傍における、記録媒体３０と干渉
しない各位置から第２方向Ｄ２へ延出する延出部２１ｃを有する。本実施形態において、
幅とは、主走査方向Ｄ４と平行な向きにおける長さや範囲を言う。延出部２１ｃは、刃先
２１ａよりも第２方向Ｄ２に延出している。従って、非接触位置Ｐ３とは、可動刃２１の
延出部２１ｃがガイド部２０に接触していないときの可動刃２１の位置である。
【００２９】
　また、非接触位置Ｐ３は、可動刃２１が記録媒体３０を切断する位置よりも第２方向Ｄ
２において後方である。可動刃２１が記録媒体３０を切断する位置とは、刃先２１ａが記
録媒体３０と接触する位置である。記録媒体３０を切断する位置よりも第２方向Ｄ２にお
いて後方の位置を、可動刃２１の非切断位置とも呼ぶ。非接触位置Ｐ３は、非切断位置の
一つである。
【００３０】
　状態Ａ１における可動刃２１を第２方向Ｄ２へ移動させた状態が、状態Ａ２である。非
接触位置Ｐ３に在った可動刃２１が第２方向Ｄ２へ移動することにより、先ず、延出部２
１ｃがガイド部２０に当接する。そして、ガイド部２０に当接した状態で可動刃２１が更
に第２方向Ｄ２へ移動すると、ガイド部２０は可動刃２１に押され、可動刃２１とガイド
部２０とが共に第２方向Ｄ２へ移動する。また、可動刃２１が第２方向Ｄ２へ移動するこ
とにより、固定刃１９の刃先１９ａと可動刃２１の刃先２１ａとの間に位置する記録媒体
３０が切断される。
【００３１】
　可動刃２１の移動は、刃先２１ａの最深部２１ｂが記録媒体３０へ到達するよりも早い
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タイミングで停止する。従って、記録媒体３０は幅の一部が切り残される。つまり、状態
Ａ２は、カッター装置２６が記録媒体３０をパーシャルカットした状態である。パーシャ
ルカットによって切り残された部分を、切り残し部３４と呼ぶ。パーシャルカットを終え
た状態Ａ２においては、ガイド部２０は、退避位置Ｐ２に在り、可動刃２１は、切断終了
位置Ｐ４に在る。
【００３２】
　なお、最深部２１ｂを含む刃先２１ａの形状は、図示したようなＶ字形状に限定されず
、切り残し部３４が発生するように記録媒体３０をパーシャルカットする形状であればよ
い。例えば、最深部２１ｂを含む刃先２１ａの形状は、一部あるいは全部がカーブしてい
てもよい。
【００３３】
　記録媒体３０がパーシャルカットされることにより、固定刃１９より上流に、記録媒体
３０の端部３５が新たに生じる。端部３５は下流を向いている。可動刃２１の第２方向Ｄ
２への移動による記録媒体３０の切断で発生した端部３５は、可動刃２１の移動に引きず
られて第２方向Ｄ２へ移動する。状態Ａ２では、このように端部３５が第２方向Ｄ２へ移
動したことにより端部３５を含む記録媒体３０の一部領域が上方へ押し上げられた様子を
例示している。可動刃２１を非接触位置Ｐ３へ戻した後、端部３５を含む記録媒体３０の
一部領域が上方へ押し上げられたままの記録媒体３０を下流へ搬送すると、端部３５が固
定刃１９に接触してしまう。そこで、本実施形態では、カッター装置２６は、ガイド部２
０を端部３５に作用させる。
【００３４】
　状態Ａ２における可動刃２１を第１方向Ｄ１へ移動させて、ガイド部２０の位置を再び
ガイド位置Ｐ１とし、可動刃２１の位置を再び非接触位置Ｐ３とした状態が、状態Ａ３で
ある。ガイド部２０は、退避位置Ｐ２において、支持部２９から第１方向Ｄ１への力を受
けているため、パーシャルカット後の可動刃２１が第１方向Ｄ１へ移動すると、ガイド部
２０も第１方向Ｄ１へ移動する。ガイド部２０は、退避位置Ｐ２から第１方向Ｄ１へ移動
する過程で、端部３５を第１方向Ｄ１へ押し戻す。この結果、ガイド部２０がガイド位置
Ｐ１に到達したとき、端部３５を含む記録媒体３０の一部領域は、固定刃１９の刃先１９
ａと可動刃２１の刃先２１ａとの間の元の位置に戻り、上述したような接触が起きなくな
る。このように、可動刃２１は、非接触位置Ｐ３から切断終了位置Ｐ４へ移動し、また、
切断終了位置Ｐ４から非接触位置Ｐ３へ移動する。
【００３５】
　図４および図５を参照して、第１実施例をさらに説明する。
　図４は、パーシャルカットされた記録媒体３０を上方からの視点により示す図である。
　図５は、制御部１３が実行する記録処理をフローチャートにより示している。制御部１
３は、記録ヘッド１５、キャリッジ１６、搬送部、カッター装置２６のそれぞれを制御す
ることにより、記録媒体３０に対する記録処理を実行する。図５のフローチャートは、ス
テップＳ１００，Ｓ１１０，Ｓ１２０，Ｓ１３０，Ｓ１４０のサイクルにより実現される
が、ここでは、ステップＳ１００から説明する。
【００３６】
　制御部１３は、記録データに基づく記録媒体３０への記録を実行する（ステップＳ１０
０）。この場合、制御部１３は、キャリッジ１６を移動させるともに、記録データに基づ
くインク吐出を、記録ヘッド１５に実行させる。この結果、プラテン１８に支持されてい
る記録媒体３０の領域に対して記録が実行される。記録データは、例えば、文書やイラス
トや写真等の何らかのオブジェクトを表現した画像データであり、画素毎にインクのドッ
トの吐出または非吐出を規定している。制御部１３は、記録データを、外部のコンピュー
ター等との通信により入力したり、ユーザーの指示に従って生成したりして、取得すれば
よい。
【００３７】
　ステップＳ１００の後、制御部１３は、搬送部つまり搬送モーター２７の駆動を制御す
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ることにより、記録媒体３０の正方向搬送を実行する（ステップＳ１１０）。正方向搬送
とは、搬送方向Ｄ３への搬送、つまり上流から下流への搬送である。ステップＳ１４０の
逆方向搬送と区別するために、便宜的に正方向という表現を用いている。ステップＳ１１
０では、制御部１３は、ステップＳ１００で記録した記録媒体３０の領域が固定刃１９よ
りも下流へ到達する位置へ、記録媒体３０を搬送させる。
【００３８】
　ステップＳ１１０の後、制御部１３は、可動刃駆動部２２つまりモーター２３の駆動を
制御することにより、可動刃２１を移動させて、図３で説明した状態Ａ１から状態Ａ２へ
の動作を実行させる（ステップＳ１２０）。これにより、パーシャルカットが実行される
。
【００３９】
　ステップＳ１２０の後、制御部１３は、可動刃駆動部２２つまりモーター２３の駆動を
制御することにより、可動刃２１を移動させて、図３で説明した状態Ａ２から状態Ａ３へ
の動作を実行させる（ステップＳ１３０）。ステップＳ１３０を戻し処理と呼ぶ。パーシ
ャルカットにより第２方向Ｄ２へ押し上げられた、端部３５を含む記録媒体３０の一部領
域が、戻し処理により第１方向Ｄ１へ押し戻される。
【００４０】
　図４では、パーシャルカットされた記録媒体３０の切れ目を、符号ＣＬにより示してい
る。図４では記載を省略しているが、切れ目ＣＬの近傍には、当然、固定刃１９や可動刃
２１やガイド部２０が存在している。図４では、固定刃１９の刃先１９ａの搬送方向Ｄ３
における位置を、２点鎖線で示している。記録媒体３０の幅において、切れ目ＣＬと切れ
目ＣＬとの間には、切り残し部３４が存在している。記録媒体３０の切れ目ＣＬよりも下
流の領域が、ステップＳ１００において記録データに基づいてオブジェクトが記録された
記録済み領域３３である。記録済み領域３３内に施されたハッチングは、記録された何ら
かのオブジェクトを表している。
【００４１】
　切れ目ＣＬを挟んで、記録媒体３０の端部３２および端部３５が発生している。端部３
２は、記録済み領域３３の終端である。端部３５は、次に記録される記録媒体３０の先端
である。パーシャルカットが行われた時点では、搬送方向Ｄ３において、記録ヘッド１５
と端部３５との間に距離Ｌ１が発生している。記録媒体３０における距離Ｌ１に対応する
領域は白紙領域である。制御部１３は、このような白紙領域を次の記録に利用するために
、ステップＳ１３０の後、搬送部を制御することにより記録媒体３０の逆方向搬送を実行
する（ステップＳ１４０）。逆方向搬送は、下流から上流への搬送、つまりバックフィー
ドである。ステップＳ１４０では、制御部１３は、例えば、距離Ｌ１あるいは距離Ｌ１か
ら所定のマージンを引いた距離のバックフィードをさせる。
【００４２】
　本実施形態では、可動刃２１は固定刃１９よりも上流に配置されている。そのため、可
動刃２１を第２方向Ｄ２へ移動させて行うパーシャルカットの結果発生した、記録媒体３
０の端部であって、第２方向Ｄ２へ押し上げられた端部は、固定刃１９の下流ではなく上
流に位置する。従って、記録媒体３０のバックフィードに際して、このような押し上げら
れた端部が、固定刃１９と接触してバックフィードを阻害する事態は、生じない。
【００４３】
　ステップＳ１４０の後、制御部１３は、ステップＳ１００以下を実行する。このように
繰り返されるステップＳ１００以下において、ステップＳ１１０では、記録媒体３０が下
流へ搬送される。このとき、ステップＳ１１０よりも前に実行されたステップ１３０にて
、記録媒体３０の端部３５が、固定刃１９と接触しない位置へ戻されている。そのため、
ステップＳ１１０の搬送において、記録媒体３０の端部３５は固定刃１９と接触すること
なく固定刃１９の下を下流へ通過することができる。
【００４４】
　また、ステップＳ１３０の後、制御部１３は、ステップＳ１４０のバックフィードをせ
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ず、記録媒体３０をそのまま下流へ搬送することも可能である。この場合も、記録媒体３
０の端部３５は、固定刃１９と接触しない位置へ戻されているため、端部３５は固定刃１
９と接触することなく固定刃１９の下を下流へ通過することができる。
【００４５】
　２‐２．第２実施例：
　図６は、第２実施例のカッター装置２６についての状態Ａ１を、図３と同様に、背面図
および側面図により示している。状態Ａ１は第１実施例で説明した通りである。第２実施
例に関しては、第１実施例と異なる点を説明する。図６を図３と比較すると判るように、
第２実施例の可動刃２１の延出部２１ｃは、第１実施例の可動刃２１の延出部２１ｃより
も長い。具体的には、第２実施例の可動刃２１の延出部２１ｃは、可動刃２１が非接触位
置Ｐ３に在り、ガイド部２０がガイド位置Ｐ１に在る場合に、固定刃１９の刃先１９ａよ
りも第２方向Ｄ２へ突出するほどの長さを有する。
【００４６】
　上述したように、状態Ａ１および状態Ａ３では、可動刃２１とガイド部２０とは接触し
ない。そのため、第２実施例のガイド部２０は、可動刃２１の延出部２１ｃと相対する部
分が段部２０ａとなっている。段部２０ａは、ガイド部２０の記録媒体３０と相対する端
部よりも第２方向Ｄ２へ窪んでおり、切り欠き形状となっている。つまり、可動刃２１が
非接触位置Ｐ３に在り、ガイド部２０がガイド位置Ｐ１に在る場合、ガイド部２０におけ
る段部２０ａを形成する第１方向Ｄ１を向く面と、可動刃２１の延出部２１ｃとは、接触
しない。
【００４７】
　第２実施例では、ガイド部２０がガイド位置Ｐ１から退避位置Ｐ２へ移動する期間、お
よび、ガイド部２０が退避位置Ｐ２からガイド位置Ｐ１へ移動する期間に、ガイド部２０
の段部２０ａと可動刃２１の延出部２１ｃとが接触する。
　このような第２実施例の可動刃２１の延出部２１ｃは、可動刃２１が移動範囲のいずれ
に在っても、つまり、可動刃２１が非接触位置Ｐ３～切断終了位置Ｐ４のいずれに在って
も、固定刃１９の上流を向く面１９ｂと相対する面２１ｄ、を有する。第２実施例の延出
部２１ｃを、可動刃２１の係合部とも称する。
【００４８】
　３．まとめ：
　本実施形態によれば、カッター装置２６は、記録媒体３０の搬送方向Ｄ３と交差する第
１方向Ｄ１へ第１の刃先（刃先１９ａ）を向けた固定刃１９と、第１方向Ｄ１の逆方向で
ある第２方向Ｄ２へ第２の刃先（刃先２１ａ）を向けて、第１方向Ｄ１への移動と第２方
向Ｄ２への移動とが可能であり、第２方向Ｄ２へ移動することにより、刃先１９ａと刃先
２１ａとの間に位置する記録媒体３０を、一部を切り残して切断する可動刃２１と、を備
える。さらに、カッター装置２６は、可動刃２１が、記録媒体３０を切断する位置よりも
第２方向Ｄ２において後方に位置する場合に、少なくとも一部が刃先１９ａよりも第１方
向Ｄ１へ突出する位置、もしくは、刃先１９ａと同じ位置、であるガイド位置Ｐ１に在り
、第２方向Ｄ２へ移動する可動刃２１に押されることによりガイド位置Ｐ１から第２方向
Ｄ２へ移動するガイド部２０、を備える。そして、可動刃２１およびガイド部２０は、固
定刃１９よりも搬送方向Ｄ３の上流に位置する。
【００４９】
　前記構成によれば、可動刃２１は固定刃１９よりも上流に位置する。従って、パーシャ
ルカットにより固定刃の下流に発生した記録媒体の端部が、バックフィードに際して固定
刃と接触してバックフィードを阻害する、という従来の問題が生じない。また、前記構成
によれば、可動刃２１が非切断位置に在るとき、ガイド部２０はガイド位置Ｐ１に在る。
従って、パーシャルカットにより固定刃１９の上流に発生した、記録媒体３０の端部３５
に、可動刃２１を非切断位置に移動させる過程でガイド部２０を作用させ、端部３５を固
定刃１９と接触しない位置へ戻すことができる。これにより、パーシャルカット後に記録
媒体３０を下流へ搬送するときに、記録媒体３０と固定刃１９との接触が生じず、記録媒



(10) JP 2020-157549 A 2020.10.1

10

20

30

40

50

体３０の搬送を円滑に実行することができる。
【００５０】
　また、第２実施例によれば、可動刃２１は、可動刃２１が移動範囲内のいずれの位置に
在っても、記録媒体３０から離れた位置で、固定刃１９の上流を向く面１９ｂと相対する
面２１ｄ、を有する係合部（延出部２１ｃ）を備える。
　前記構成によれば、可動刃２１の移動中に、可動刃２１の刃先２１ａが固定刃１９の刃
先１９ａよりも下流へ入り込むことが、係合部により禁止される。これにより、固定刃１
９と可動刃２１とによる記録媒体３０の切断が確実に実行される。
【００５１】
　また、本実施形態によれば、固定刃１９およびガイド部２０は第１構造体に配置され、
可動刃２１は第１構造体とは別の第２構造体に配置され、第２構造体は第１構造体に対す
る姿勢を変更可能である。
　前記構成によれば、第１構造体と第２構造体との間に記録媒体３０を通すことにより、
固定刃１９およびガイド部２０と、可動刃２１と、の間に記録媒体３０をセットすること
ができる。
【００５２】
　また、可動刃２１は固定刃１９の上流に位置するため、可動刃２１が移動中に固定刃１
９と面接触した場合、可動刃２１は固定刃１９から、上流を向く力を受ける。図１，２に
示したように、第１構造体をプリンター本体１１とし、第２構造体を、下流の方に開く蓋
１２とした場合、可動刃２１が移動中に固定刃１９から受ける、前記上流に向かう力は、
蓋１２を閉じる方向に作用する。これにより、カッター装置２６の動作中に蓋１２が誤っ
て開くといった弊害が生じない。
【００５３】
　第２実施例について説明を補足する。
　図６では記載を省略しているが、第２実施例においてもストッパー４０を設けることが
可能である。第２実施例では、ストッパー４０は、可動刃２１および記録媒体３０のいず
れとも干渉しない位置において、ガイド位置Ｐ１に在るガイド部２０に対して、下から例
えば段部２０ａに当接することにより、ガイド部２０がガイド位置Ｐ１よりも第１方向Ｄ
１へ移動することを禁止する。
【００５４】
　また、第２実施例では、蓋１２を開けるときに、可動刃２１の延出部２１ｃが固定刃１
９と衝突しないようにする必要がある。そのため、第２実施例においては、蓋１２の開動
作は、可動刃駆動部２２が可動刃２１を非接触位置Ｐ３よりも更に第１方向Ｄ１へ移動さ
せる可動刃退避動作と、可動刃退避動作の後に蓋１２がプリンター本体１１に対する姿勢
を変更して開状態となる蓋変位動作と、からなる。可動刃退避動作では、可動刃２１の延
出部２１ｃが固定刃１９の刃先１９ａよりも第１方向Ｄ１の前方へ位置するまで、可動刃
２１を第１方向Ｄ１へ移動させる。また、第２実施例において、蓋１２の閉動作は、蓋１
２がプリンター本体１１に対する姿勢を変更して閉状態となる蓋変位動作と、この蓋変位
動作の後に可動刃駆動部２２が可動刃２１を第２方向Ｄ２へ移動させて、可動刃２１の位
置を非接触位置Ｐ３とする可動刃進出動作と、からなる。可動刃退避動作は、閉状態であ
る蓋１２のロックを解除する動作となり、可動刃進出動作は、蓋１２の閉状態をロックす
る動作となる。
　あるいは、第２実施例においては、固定刃１９および可動刃２１が蓋１２に配置されて
いてもよい。固定刃１９および可動刃２１が蓋１２に配置されていれば、上述の可動刃退
避動作や可動刃進出動作は不要である。
【００５５】
　本実施形態によれば、カッター装置２６だけでなく、カッター装置２６を備えるプリン
ター１０も発明として捉えることができる。また、カッター装置２６の動作や、カッター
装置２６を備えるプリンター１０の動作を、方法として捉えることも可能である。
　プリンター１０は、インクジェット方式ではない方式により記録を行う装置であっても
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よい。例えば、プリンター１０は、記録ヘッド１５の替わりに、電子写真方式によりトナ
ーを記録媒体３０に付着させて記録を行うプリンターエンジンを備えるとしてもよい。ま
た、プリンター１０は、サーマルプリンターであってもよい。
【符号の説明】
【００５６】
１０…プリンター、１１…プリンター本体、１２…蓋、１３…制御部、１４…収容部、１
５…記録ヘッド、１６…キャリッジ、１７…ローラー、１８…プラテン、１９…固定刃、
１９ａ…刃先、１９ｂ…面、２０…ガイド部、２０ａ…段部、２１…可動刃、２１ａ…刃
先、２１ｃ…延出部、２１ｄ…面、２２…可動刃駆動部、２３…モーター、２４…ローラ
ー、２６…カッター装置、２７…搬送モーター、２９…支持部、３０…記録媒体、３４…
切り残し部、３５…端部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

